
暑い夏がやってきましたね。
6月議会は20日間の会期で閉会しました。
〇公明党が提出した「ギャンブル等依存
症対策の抜本的強化を求める意見書」は
賛成多数で可決しました。
〇鳥栖駅周辺の利便性向上のための整備
事業に係る基本設計経費として、8500万
円が計上されました。鳥栖駅周辺まちづ
くり基本計画(案)について意見を募集し、
７月下旬に結果が公表される予定です｡
〇暑い日が続きますが、体調を崩されま
せんよう、どうかご自愛ください。
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4月16日 第21回
春の茶会に出席🌸

ごあいさつ

主 な 活 動

4月4日地方議員研究会セミナーで、家庭教育支
援について学びました。（講師の水野先生と）

私は旭地区で
司会を担当。

4月 4日 地方議員研究会セミナー（鹿児島）
１０日 市議会だより編集委員会
11日 鳥栖中学校入学式
１２日 鳥栖小学校入学式
１３日 鳥栖市市議会ＩＣＴ推進ＷＧＰ
16日 第21回春の茶会／くすり博物館を見学
19日 市議会だより編集委員会

22日 第4回市議会議会報告会
23日 真木町藤まつり

第47回鳥栖市子どもｸﾗﾌﾞ総会及び
育成者研修会

13・15・１９・27日 街頭演説鳥栖市１０ヶ所

5月 7日 神崎市･吉野ヶ里町の地域公開講座
9～11日 議会運営委員会視察（滋賀県・兵庫県）
13日 手をつなぐ育成会総会
16日 鳥栖駅周辺整備調査研究特別委員会
17～19日 建設経済常任委員会視察（千葉・茨城県)

22日 建設経済常任委員会で佐賀国道事務所ヘ
24日 飯田町のミニバスについて意見交換
25日 会派代表者会議 ／ 議会運営委員会
29日 全体勉強会
20・23・31日 街頭演説鳥栖市１０ヶ所

6月 1日～20日 6月議会
４日 鳥栖地区ドッチビー大会
22日 市議会だより編集委員会
28日 市議会だより編集委員会
6・16・２１日 街頭演説 鳥栖市で９ヶ所

4月22日 第4回市議会
議会報告会を開催☆

ご来場有難うございました。

4月23日 真木町藤まつり



➡とりごえ温泉栖の宿：ポンプ改修工事

17年度から「通級指導」の
教員拡充

基礎定数化で計画増員

発達障がいのある子どもら
に適切な教育を行うための
通級指導が、2017度以降は
対象の児童・生徒数などに
応じて自動的に決まる「基
礎定数」の中に位置付けら、
この見直しにより、通級指導
は、教員1人が受け持つ児
童・生徒数が従来の16人か
ら13人へと手厚くなった。

平成29年6月定例会

◆補正予算 4,581万 1千円が成立◆

1-⑴ 診療所機能をもつ児童発達支援
センターについて伺う。

発達障がいは､生まれつきの脳機能の障が
いが原因とされ、外見では判断が難しく､早期
発見には、最初に相談を受け、診療に当たる
地域のかかりつけ医の対応が重要ですが､発
達障がいに関する医師の理解不足などが指
摘されている。

2012年の文部科学省の調査に、公立小・中
学校の通常学級に通う児童・生徒の6.5％に
発達障がいの可能性があり、厚労省によると､
病院に通院している発達障がい児･者は14年
度には約19万5,000人との事。

◆ １２月補正予算 の 主なもの

鳥栖駅周辺整備事業 8500 万円

滞在型農園施設等改修事業 1350 万円

1-⑶ 発達障がい児支援について伺う。
国民のおよそ10人に1人は、発達障がいが
あるともいわれる中、まだまだ、多くの発達障
がい者には適切な支援の手が差し伸べられ
ていないと言われている。佐賀市では、発達
障がいについて、ホームページ掲載やパンフ
レットを作成し、啓発に力を入れている。
自閉スペクトラム症（ＡＳＤ）の子どもの母親た
ちが同じ悩みを持つ家族を支援する団体「Ａ
ふぁみりーｓ」より、発達障がいについてのパ
ンフレットなどがあれば、セミナー参加者に渡
したいとの話がある。啓発・周知は、支援への
入り口として有効であり、大事だと思います。

1- ⑵ 昨年8/1～施行の発達障害者
支援法について、本市の取組について伺う。
発達障がいとは自閉症やアスペルガー症候
群、学習障がい（LD）注意欠陥多動性障がい
（ADHD）などの総称であり、個々に異なる特
性への理解や、それに応じたきめ細かな支援
はまだ十分とは言えない。

1-⑵ 改正された点に、医療、福祉、
教育、就労等の各分野の関係機関が相互に
連携し「切れ目のない」支援を実施とある。
本市も、法改正前から県と協力し、保健師によ
る自閉症等スクリーニング検査で早期発見・早
期支援、保育園や幼稚園に巡回相談専門員
派遣事業、鳥栖三養基地区自立支援協議会
にこども部会を設け取組を実施している。
今後は、法改正の目的に伴い、関係各機関と
の連携をより深めていきたい。

答弁 1-⑶ 未就学児の療育を行う児童発
達支援、就学児の療育を行う放課後等ﾃﾞｲ
ｻｰﾋﾞｽなど障害児通所支援サービスの提供
や、発達障害児の状況に応じたサービスを提
供し、支援に努めている。
【障害児通園施設ひかり園は障害児通所支
援。鳥栖・三養基地区総合相談支援ｾﾝﾀｰ
（ｷｬｯﾁ）では、障害児やその家族を対象とし
た支援。佐賀県発達障害者支援センター『結
(ゆい)』では、発達障害に特化した相談支援】
発達障害については、市民の認識もまだまだ
中途の段階と思われるため、発達障害につい
て関心が深まるよう、啓発にも努めていく。

答弁 1-⑴ 福祉サービスを行う『福祉型』と、
肢体不自由のある障害児を対象に福祉サー
ビスと併せて治療を行う『医療型』の２種類が
あり、本市は、弥生が丘地区の若楠児童発達
支援センターが、『福祉型』の児童発達支援
センターとして、県の指定を受け、本市の療
育施設の中核として事業を展開されている｡

１．子どもの発達障がいについて

6月12日 本会議一般質問
1.子どもの発達障がいについて
2.引きこもり支援について
3.就学援助における入学前支給を
可能にするための対応について

4.災害協定の推進について

東京ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙスクール
坪谷ニュウエル郁子理事長

今回の教職員定数の改善は
大きな前進です。私自身、
外国籍も含めた発達障がい
のある子どもの教育にさまざ
まな形で長年携わっており、
通級指導などの教員不足を
実感してきました。
そんな中､予算編成の最終盤
で公明党が与党として政府に
働き掛け、逆転劇を生んでく
れたことに感謝しています。

答弁

質問

質問 質問



入学前の３月支給に変更する場合、
申請受付は概ね１月中。認定作業は２月に
行うスケジュール。よって１２月補正予算
の要求時期までに関係課との事前調整を行
うと共に、定例教育委員会でお諮りし方針
決定を行い、準備を進めていくことになる。

2.-⑴ ひきこもりの実態をどのように考えるか。
2.-⑵包括的な支援体制の構築について伺う。
厚生労働省の「ひきこもりの評価・支援に関
するガイドライン」の「ひきこもりについて」の
定義では、様々な要因の結果として、社会的
参加（義務教育を含む就学、非常勤職員を
含む就労、家庭外での交遊）を回避し、原則
的には６か月以上にわたって概ね家庭にとど
まり続けている状態（他者と交わらない形での
外出をしていてもよい）を示す現象概念。とある。
発達障がい者の方も多くいるのではないか。
今後、佐賀県ひきこもり地域支援センターと
連携して支援を行っていくことが重要である。

答弁

大規模災害時に、水道や電気、ガス
等のライフラインが停止した場合、お湯の確
保が非常に困難。そのような事態に陥った場
合に、水は、本市が保有する備蓄や給水車
からの供給と、近隣市町水道事業体及び民
間事業者等と締結し、水を確保するよう計画
している。
お湯を沸かす設備は、佐賀県ＬＰガス協会

鳥栖支部や㈱アクティオ（レンタル機材）と協
定を締結している。しかしながら、避難所を
利用される方にとっては、水を沸かさずに、
お湯を利用できる環境を提供することは、利
便性の向上にも繋がることから、議員ご指摘
の事例を含め、すでに導入している先進自
治体の事例を参考に調査・研究していく。

答弁

人口当たりの該当者の割合は、県
内0.09％・本市0.04%。比較すると､低い
が、把握していないケースも多数存在す
ると考える。原因は、精神疾患や発達障
害など様々ある。ひきこもりの長期化に
より本人や親が高齢になり親が亡くなっ
た後は、経済的に困窮するケースもある。
ひきこもりに特化した対応はしていない
が、今後、ひきこもり地域支援センター
と連携し支援を行っていく。

4. 災害協定の推進について
被災時には、その初期段階及び避難所に
おいて飲料を確保することが重要であると思
うが、東日本大震災の経験から生まれた災害
対応型紙カップ式自販機は、昨年4月の熊本
地震では、災害協定締結先の医療機関で、
一日最大500杯の提供があった。
災害時、避難所や病院等に乳幼児のミルク
などお湯の確保が重要です。お湯等飲料を
提供できる災害対応型紙カップ式自販機の
設置及び災害協定締結を検討すべきでは？
本市の見解を伺う。

2．ひきこもり支援について

昨年９月内閣府関係調査

ひきこもり状態にある方

広義 54.1万人
狭義 17.6万人

佐賀県健康福祉部による
ひきこもり等に関するｱﾝｹー

ﾄ

本市の40歳代以上
全体の約83％

男性60％･女性40％

今回の調査結果は
佐賀県ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに

掲載

ひきこもり 県 鳥栖市

20～30歳代 約25％ 約17%

40歳代 約25％ 約33%

50歳代 約20％ 約30%

60歳以上 約27％ 約20%

答弁

3.就学援助における入学前支給
を可能にするための対応について

今回の国における改正の趣旨、および本市
における準要保護児童生徒の現状を鑑みた
場合、平成30年度から実施できるよう、準備
を進めることが重要。特に準要保護児童生徒
を対象とする新入学児童生徒学用品費の入
学前からの支給に対応するための予算措置、
システムの変更、要綱等改正について、今か
ら確実に準備を進めていくことが必要である
が、いつ行うのか？

【
就
学
援
助
】
前
倒
し
支
給

今年、5月15日に
佐賀県ひきこもり
地域支援ｾﾝﾀｰが開設。
(NPO法人S･S･F､ｽﾁｭｰﾃﾞﾝ
ﾄ・ｻﾎﾟｰﾄ・ﾌｪｲｽ委託）

質問質問

質問



稀勢の里横綱の手形と☆
（牛久市は、横綱の出身地）
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☆宮崎千鶴先輩を宮本唐津市議と訪問☆
議員の16年間は佐賀県本部女性局の先頭に
立って走り抜いて来られた尊敬する先輩です

(トビトビなるままに)

7月2日の東京都議選におきまして、公明
党は２１選挙区に２３人の候補者を擁立し、
７回連続となる全員当選を果たすことができ
ました。党員、支持者の皆さまの真心からの
ご支援に心より感謝申し上げます。

街頭演説は、議員になって合計320回以上実施☆佐賀県本部女性局と楽しく活動しています。
『笑顔あふれる街・鳥栖へ☆ 女性の声を届けてまいります』

5/17～19 建設常任委員会視察☆千葉県・茨城県へ、 農業振興について学びました。

🎶 日頃の活動は、とびまつ妙子の
ホームページ・Facebook・Twitter・LINE

で、ご覧ください(*^▽^*)

◆とびまつ妙子（飛松妙子）で検索。

LINEのID➡haruyuumoe2017.6




